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第1章 緒 言

活動性結核 ノイf在スル場合其 ノ血液中二結核補

艦結合性抗饅 ガ産生 セラルルモノ轟シテ此 ノ抗

膿 ノ検出法 トシテ補艦結合反癒 ガ態用セラルル

ニ至 リ該反鷹ノ・多籔 ノ先進學者二依 リテ研究セ

ラレ今 日活動牲結核 ノ検出上二於 テ臨林上鋏 ク

ベ カラザル域二到達 セルハー般周知 ノ事 ナリ。

斯 クノ如 ク血液中二産生 カラレタル抗艦物質ガ

尿中ニモ排泄存鹿 セラルルニ非ザルヤ ト想像 セ

ラルルハ容易ナ リ0今 弦 二翻 ツテ尿中二存在ス

ル結核補艦結合性抗元或ハ抗艦 二關 スル先進學

者 ノ研 究 テ窺 フニMarmoreku}氏 ハ 活動 性結

核 患 者 ノ尿 中 二補罷 結 合 反 慮 ヲ慮 用 シテ特 異性

抗 元 テ謹 明 シ得 タル ヲ報 ズ。 而 モ同氏 ノ試験 ハ

臨 林 所 見拉 二 同 時 二施 行 セ ル血 液 ヲ以 テ セル補

盟 結 合 反 癒 ト95%二 於 テー一致 セ リ ト0.　 i

rek氏 ノ研 究 二刺 戟 セ ラ レW　 ildbolz氏 ハ結 核

患 者 ノ尿 テ濃 縮 シ此 ノ濃 縮 液 テ各 々皮 膚 二澁射

シ反 癒 陽 性 ナ レバ病 竈 ノ活 動 性 テ示 スモ ノナ リ

ト主 張 シ タ)Lモ 同 氏 ノ 該 反 癒 ハLewis{助 氏 ノ

研 究 二依 レバ陽 姓 反 癒 テ示 スハ濃 縮 尿 中 ノ化 學
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的刺戟 物 質4・::一一原 因 ス ルモ ノ トセ ラ レKorns氏

モ亦 彼 ノ試験 ハ 特 異 性 ノモ ノニ非 ズ又 實 用 的 慣

値 ナ キモ ノ トセ リe其 ノ後D6bre及 ビParf(3}

爾氏 ガ尿 ラ以 テ補 艦 結 合 反 癒 テ行 ヒ タル ニ尿 中

二抗 元 ラ讃 明 シ得 ル ハ泌 尿 系 ノ活 動 姓 臓肉竈 ノ存

准xル 場 合 ナ リ ト結 論 セ リ。Fried④ 氏 ハ叉 彼

等 ノ研 究 ラ追 試 シ タル ニ腎 結 核 患 者 ノ尿 二於 テ

補禮結 合 性 抗 元 ヲ認 メ得 タル モ活 動 牲 肺結 核 患

者 ノ尿 中 ニ ハ抗 元 ヲ謹 明 シ得 ザ リ シテ報 ズ.高

畑氏{5}ノ研 究 二於 テモ泌 尿 系 以 外 ノ 活動 性 患者

二補膿 結 合 反 癒 ヲ以 テ特 異 性抗 元 ヲ讃 明 シ得 ズ

ト。 以上 諸 氏 ノ研 究 ノ・圭 ト シテ尿 申 ノ特 異 性 抗

元詮 明 二 關 スル補 禮 結 合 反 癒 ニ シ テ多 クハ泌 尿

系 二活動 性 病 竈 ノ存 在 スル場 合 二補 罷 結 合 性 抗

元 ヲ謹 明 シ得 タル ヲ報 ズル モ ノ轟 シテ思 フニ泌

尿 系 二活動 性 結 核 ノ存 在 ス ル場 合 細 菌 學 的 検 査

二依 リテ モ 多 クハ抗 元 タル細 菌燈 テ認 ムル ヲ思

ヘバ該尿 中 二補 艦 結 合 性 抗 元 物 質 ノ存 在 スルハ

容 易二 首肯 シ得 ラルひ 余 ノ今 同 ノ研 究 ハ尿 中結

核 補禮結 合牲 抗 元 物 質 二 就 キ テ ノモ ノ轟非 ズ特

異性抗禮 ノ誇 明 二 閣 スル モ ノ ナ ル モ尿 ヲ以 テ ス

ル補 膿結 合反 懸 二 關 スル文 獣 的考 察 ト シテ簡 軍

二記載 セ リ。 扱 テ尿 中補 罷 結 合性 抗 禮 ノ研 究 二

關 スル文 献 ト シテハParker《9}氏 ノ研 究 ア リ。

氏 ハ激 名 ノ學者 二依 リテ種 々論 議 セ ラル ル尿 ヲ

以 テ スル結 核補 禮 結 合 反 慮 ノ可 否 テ決 定 スベ タ

實験 ラ行 ヒ タルニ結 論 トシテ泌 尿 系 ノ ミナ ラズ

結核 病 竈 ノ存 在 スル場 合 ハ尿 中 二・補禮 結 合 反 癒

テ以 テ護 明 シ得 ル特 異 性 抗 元 及 ビ抗 艦 ガ存 在 セ

リ ト報 ズ。 帥 チ活 動 性 結 核 患 者 ニ ア リテ ハ抗 元

ラ14.3%=・ 、抗 罷 テ39.7%二 、非 活 動 性 結核 患

者 一・抗 元 テ11.2%、 抗 膿 テ32.2%二 、 泌 尿結

核 ・・:・抗 元 ヲ29.1%za、 抗 罷 ヲ54.1霧 二、健 康 者

二抗 竜及 ビ抗 艦 ヲ認 メ なル モ ノ無 ク非 結 核 性 疾

患za抗 元 テ2。7覧 、 抗 艦 ヲ4.1%二 認 メ タ リy.

余 ノ、籔 年 前"尿 テ以 テ スル結 核 補 艦 結 合 反 懸 可

能 ナ レバ,,ト ノ興 味 テ以 テ該 反 癒 テ企 テ タ リ。

當 時 余 ノ使 用 シタ ル抗 元 ハ卵 黄 「アル カ リ」水 中

二強 力 人 型 結 核 菌 ラ培 養 シタル 水溶 抗 元 轟 シ テ

其 ノ抗 元 性 能 動 力 ハ優 秀 ナ ル モ ノニ シテ被 撮 尿

ハ 中性 二修 正 シ其 ノ 使 用 量 ハo・5c・Qナレ ドモ實

験 二供 シタル 活動 性 結 核 患 者 藪10秒4二 蓋 ク陰
ノ

性 二終 リ尿 テ以 テ ス ル補 龍 結 合 反 癒 ハ拳江等 カ ノ

新 シキ操 作 方 法 テ考 案 セザ ル限 り至難 轟 シテ到

底 充 分 ナ ル實 験 ヲ行 フ ヲ得 ザ ル ノ感 ヲ抱 キ實 験

途 中 ニ シテ本 實 験 ヲ中 止 スル ニ至 レリ。 蓋 シ被

検 尿 ヲ中姓 二修 正 スル ノ難 轟加 フル 轟尿 ノ有 ス

ル溶 血 催 進 及 ビ阻 止作 用 等 ア リ、 バ ナ ラ ズ從

來 ノ補 寵 結 合反 癒 術 式 二於 テ ハ被 検 尿 ノ使 用量

ニー 定 度 ノ限 度 ア リ 其 ノ使 用 量 ハ0.5c.c.前 後 ナ

ラザ ルベ ヵ ラ ズ.爲 メニ若 シ尿 中 二補 膿 結 合姓

抗 艦 ガ存在 スル モ ノ トスル モ其 ノ中 二含 有 セ デ

ル ル腿 ノ抗 艦 量 タル ヤ… 般 孟甚 シ ク微 量 ナ ル ベ

ク到 底如 何 二優 秀 ナ ル抗 元 ト操 作 方 法 テ以 テ ス

ル モ満 足 スベ キ充 分 ナ ル實 験 バ望 ミ難 シ ト思惟

シタ ル ガ爲 メナ リ.爾 來尿 テ以 テ ス ル補 龍 結 合

反 磨 ガ余 ノ驕 理 ヲ去 ラザ リキの 偶 々先年 鴻 上.

川 上爾 氏 α}二依 リテ抗 艦 ト抗 元 テ吸 着 セ シメ タ

ル所 謂 感 作 抗 元 ラ以 テ ス,レー新 補瞬 結 合反鷹 試

験 方 法 ガ公 ニ セ ラ レ タ リ.余 ハ此 ノ新 シキ補 龍

結 合 反 慮 方 法 二依 リ 多量 ノ尿 テ使 用 シ テ之 蕊抗

元 結 核 菌 テ加 へ尿 中 二存 在 一Pレ抗 器 塾抗 元yテ

結 合 セ シ メ タル感 作 抗 元 ラ以 テ補 龍 結 合 反 鷹 テ

行 フナ レバ必 ズヤ快 心 ノ結 果 ヲ得 ベ シ ト確 信 シ

尿 テ以 テ スル結 核 補 禮 結 合 反 鷹 二關 スル諸 種 ノ

實 験 的 研 究 テ行 ヒ該 反 鷹 二閣 スル決 定 的 結 果 テ

得 タ ル テ以 テ弦 二報 皆 セ ント ス.

第2章 實験方法
孝

第1節 實験 二必要 ナノレ器具

實験二必要 ナル器具バー般補艦結合反鷹二使用 スル モ ノ ト同 … ノモ ノニ テ 足 ルモ被 検尿 ハ約10
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分 ノ1=濃 縮 セルモノ約5ca二 抗元細菌艦テ入

レテー定時間吸着 セ シメタル後薮同生理的食盤

水テ以テ遠心洗醗 スル爲 メノ便宜上約12ce容

量 ノ「スピッツ グ ラス」テ必 要 トス。 而 シテ 洗 糠

シ タル遠 心 沈澱 物 郎 チ感 作抗 元 ハ 「ス ピッツ グ ラ

ス」ノマ マ補龍 結 合 反 癒 本試 験 二 使 用 ス.

第2節 補髄結合反癒 二使用 スノレ各要素 二就 テ

(1>抗 元二就テ

抗元 トシテハ鴻上氏 ノ結核菌{S.T.}粉 末10mg

テ1caノ 生理的食盤水 テ以テ璃堰孚t鉢中二磨潰

シタル細菌浮游液テ使用 ス。該結核菌粉末バー一

定 ノ操作 ヲ施 シテ極力其 ノ自家溶廊阻止作用 テ

除去 シタル乾燥菌粉末ナリ.而 シテ該抗元 ノ能

動力 ノ優秀ナルコトハ銑二鴻上、川上氏其 ノ他

二依 リテ公ニセラレタリ。

(2ノ ヘモリヂ ン」二就テ

山羊血球免疫家兎血清テ使用 ス.

<3>補 農二就テ

補禮ハ健康雄海猿 ノ血清ラ使用 シ同一海狸 ヨリ

纏績 的二撒同探血 スルガ如キづトテ避 ケ1同 探

血 テ行ヒタルモノハ少 クトモ撒周間休養 セシム

ルガ如 クセリ.蓋 シ撒回綴績探血ハ著 シグ補艦

作 用 テ減 弱 シ使 用 ス ル ニ 不 適 當 ナ ル ガ 爲 メナ

リ.補 艦 ハ探 血 後24時 間 以 内 ノモ ノ・1・"使用 シ

且 ツ補 罷iハ探 血 後 時 間 ノ経 過 ト共 二其 ノ作 用 テ

減 弱 スル ヲ以 テ豫 傭 試 験 ト本 試 験 ト ノ間 隔 ハ可

及 的 短 時 間 二行 フ様 心 掛 ケタ リ.補 器 ノ・生理 的

食 盤 水 ヲ以 テ15倍 二稀 鐸 セ ル モ ノテ使 用 ス。

/の 譲 検 尿 ノ虜 置 二就 テ

結 核 患 者 尿 申 工補 膿 結 合 牲 抗 禮 ガ存 在 スル トス

ル モ其 ノ含 有 量 … 般 二著 シク微 量 ナ ル ベ ク故 二

多 量 ノ尿 ヲ實 験 二 供 スル爲 メ…一被 検 尿100c・cテ

蒸 登 皿 二取 リ50℃ ノ重 盈 煎 上 二10c,(k内 外 マ デ

ニ濃 縮 シ冷 却 後 遠 心沈 澱 シテ上 澄尿 テ實 験 二供

ス.濃 縮 尿 ノ半量 ハ試 験 二他 ノ牟 量 ノ・封 照 二使

用 ス。

第3節 補髄結合反癒豫備試験

(1>「 ヘ モ リヂ ン」債 測 定 虹 二其 ノ使 用 量

「ヘ モ リヂ ン」償測 定 ハ第1表 二示 ス如 ク ニ シテ

37℃15分 後 二於 ケ ル溶 血 債 ノ2軍 位 テ「ヘ モ リ

ヂ ン」使 用 量 トス.例 ヘ バ37C15分 後 ノ 溶 血

度 ヲ・第1表 ノ如 キ モ ノ トス レバ 其 ノ 使 用 量 ハ

墨00吉20蔓 一3・・ 慶B棋 ノ 使 騒 ヲ3…Pt
.5

ス 穏

尿 ノ如 ク其 ノ内含 有 セ ラ ル ル抗 燈 量 一 般 二微 量

ナ ル モ ノAア リテハ 「ヘ モ リヂ}jノ 使 用 量 ハ 可

及 的 少 量 ヲ使 用 スル ヲ適 當 ト認 ム.

次 二補盟 結 合 反 癒 試 験 二際 シテ「ヘ モ リ ヂ ン」使

用 量 テ輩 二何 輩 位 使 用 ト記載 シ溶 並皿慣 ヲ記 載 セ

メ ガ如 キ報 告 ラ屡 支見 ル塵 ナ ル モ是 ハ溶 血 贋何

倍 ノ「ヘ モ リヂ ン」ヲ何 軍 位 使 用 ト記 載 スベ キ ノ

妥 當 ナ リ ト思 惟 礼 何 トナ レバ 例 ヘ バ 「ヘ モ リ

ヂ ン」一 輩 位 ト 云 フモ 溶 血 債400倍 ノ モ ノー一一ffl

第1表 「ヘ モ リヂ ン」償 測 定並 二其 使 用 量

註 冊 ハ完全溶血阻止、 一ハ溶血 度 ヲ示 シ≡ ノ・

完全溶血 ナ リ

＼

O
.
こ。
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位51000倍 以 上 ノ 溶 血 償 ノモ ノー輩 位 トハ 事

實 上補 禮 結 合反 癒 ノ結 果 二於 テ著 シク差位 ヲ生

ズル モ ノナ し・バナ リ.余 ノ實験 的経 検 二 依 レバ

溶 血 慣400倍 前 後 ヨ リ800倍 前 後 ノ 溶 血 償 ノ

fヘ モ リ ヂ ン」二 於 テハ 同 軍 位 使 用 ニ テ補膿 結 合

反 癒 ノ結 果 二殆 ン ド大 差 ヲ 認 メザ ル モ 溶 血 債

1000以 上 ノモ ノニ ア リテハ 其 ノ 使 用 量 ラ1曾加

セザ ル瓦 カ ラズ。 侮 又溶 血 債 至 極 低 位 ノモ ノノ・

使 用 二不 適 當 ニ シテ結 局 最 モ 良 好 ナ ル 「ヘ モ リ

ヂ ン」ハ 溶 血 債800倍 程 度 ノモ ノナ リ。 余 ノ實

験 二使 用 セル ヘ モ リヂ ン」ハ 山 羊血 球 及 ビ補盟

二異駄 ナ キ限 リ37C15分 後 ノ 溶 血 償800倍 前

後 ノモ ノナ リ。

以 上 ノ「ヘ モ リ ヂ ン」使 用 量 二封 シデ補盟 ノ使 用

量 ラ検 スル 轟一 軍 位 ナ リ。

〈2>抗 元 使用 量 ノ測 定

今 同 ノ補 盟 結 合 反 鷹 ハ被 検 尿 二抗 元 ヲ加 ヘ テ抗

盤 吸着 テ行 ヒ数 同生 理 的 食 藍 水 テ以 テ洗漁 塵 置

ヲ施 ス テ以 テ抗 元 使 用 量 測 定 二當 リ テモ是 ト同

一腿 置 テ施 シタル モ ノニ就 キ テ抗 元 使 用 量 テ測

定 ス。 即 チ第2表 一:・・表 ス如 ク各 量 ノ抗 元 一:一夫 々

生理 的 食盤 水5caテ 加 へ37C30分 間 重 盈 煎 中

二致 シタル後4000廻 轄 遠 心 器 二10分 間 掛 ケ上

澄液 テ除 去 シ沈 澱 部 二生 理 的 食 盤 水5α αテ加 ヘ

テ振 愚 混 和 シテ上 記 同檬 遠 心 ス.更 二今1同 生

理 的食 盤 水 ニ テ澱 條 シタル沈 澱 抗 元 ニー 定 量 ノ

補艦 及生 理 的 食 藍 水 テ 加 へ37Cノ 重 盈 煎 中 轟

時 々振 盧 シツ ツ30分 間 置 キ タル 後 之 二 感 作 血

球 ラ加 へ37C15分 間 放 置 後 完 全溶 血 テ 起 セル

菌 量 ヲ使 用 量 トスル モ完 全 溶 血 ラ起 セル試 験 管

ノ1本 前 ノ試 験 管 ガ不 完 全 溶 血 ラ示 ス時 ノ・其 ノ

溶 血度 ソ2以 下 ナ レバ完 全 溶 血 ラ起 セ ル菌 量 ヲ

使 用 量 ト シ 協 以 上 ノ溶 血 度 ナ ル時 ハ 完 全 溶 血

ト不完 全 溶 血 トノ中間 ノ菌 量 テ使 用 量 ト久。例

ヘ パ溶 血 度 ガ第2表 ノ如 クナ リ タル時 ノ・生 理 的

食盤 水1ce二 抗 元 菌10mgヲ 含 有 スル 菌 浮 游

液 ヲ生理 的 食 賭 水 ヲ以 テ3倍 二稀 繹 シタル モ ノ

0.2cc.ff使 規 量bスe其 ノ菌 量 ノ・O,75mgナ リ。

抗元 ニ ヨ リテハ2mg員 上 ヲ使 用 スル モ 自家 抑

第2表 抗元使用搬 ノ測 定

加

藁
惹
3

註 第1表 二同 ジ

制 作 用 ヲ認 メザ ルモ ノア リ.カ カ ル場 合 ハ1mg

即 チ上記 抗 元浮 游 液0.1ccラ 使 用 量 トセ リ.

(3ノ補髄結合反慮本試験

術 式 ハ第3表 二示 セ ル ガ如 シ。 郎 チ翫 二被 検 尿

慮 置 ノ塵 ニ テ述 ベ タル ガ如 クニ シテ濃 縮 セ ラ レ

タル被 検 尿 ノ牛 量 ニ ハ… 定 量 ノ抗 元 ヲ加 へ他 ノ

牟 量 ハ 是 サ尿 ノ封 照 トス.此 ノ外 二抗 元 、 盒盤

水 、 結核 補 罷 結 合 反 慮 陽牲 勉 轟陰 牲 血 清 加抗 元

等 ノ封 照 ヲ置 ク,,之 等 ノモ ノ ヲ37℃3⑪ 分 間重

盈煎 中 二置 ク.此 ノ際 抗 元 テ加 ヘ タル試 験 管 ハ

時 々振 盈 混和 ス.重 澱煎 ヨ リ取 リ出 シ タル各 試

験 管 ハ抗 元 使用 量測 定 ノ際 行 ヘ ル ト同様 轟生理

的 食盛 水 ・:・テ2回 洗1條遠 心 シテ上澄 液 テ除 去 シ

タル モ ノニー一・定 量 ノ=補匿 及 ビ生 理 的食 盟 水 謡加

ヘ テ37C30分 間重 澱煎 中 ・・…入 レ 其 ノ間 時 々

振 盈 混 和 ス)タ ル後 第7二次 系}加 へ37C15分

後 二成績 テ制 定 駕 若 シ被 検 尿 中 二抗 鰐 ガ ヂ確

ス レバ不 完 全溶 血 或 ハ 完全 溶 血 隙 止 二現 ハ レ是

等 ラ 陽 性 反 懸 ト シテ 完 全 溶 鍾皿ナ ノし時 ハ 反 鷹 陰
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第3表 補饅結合反懸本試験

被検 尿加抗元0・2aa

1。15aa

O.15傷a

0.2aq

舗 被検尿螺 抗 瑚 噸 蟹鮒矯蕪1陰性爵 蜘
llo

.1こc 0.1

被 検 尿 ノ ミ 0.2{焔 ,♪ 》3

5αo ,, 繋,

分間後遠 心、更二2同 生理 的食 盤 ヲ以テ洗潅

} 撃凄 "}
i月

夢,

1,夢 夢, ,整 　

37。C30分
　 型一 　 一 一　一一一 一 　 一

}

"1"1"1"
一 』 一 一}一 一 一一 一 一_占 彪一 一 覧 一 一

37。C15分 後成績剣定

性 トス。 即 チ完全 溶 血 阻 止 ラ(柵)ト シ不 完 全溶 ぐ一/ハ 溶 血 度 テ示 ス。(≡)ハ 完 全 溶 血 ニ シテ反

血 ノ場 合 ハ其 ノ度a依 蚊 鮒 、爾 、/+〉等 ト シ 癒 陰 性 テ…現ノ・スe

第3章 尿 ラ以 テスル結核補髄結合反朦二關スル諸種ノ實験 二就 テ

第1節 補禮結合反癒 二樹 スノレ被検尿 ノ盤質 二就 テ

尿ハ酸性、中性、滴性等 テ示 スモノニ シテ此 ノ

尿二就 キデ補禮結合反癒 テ施行 セントスレバ其

ノ牲 ヲ中牲二 修正 シタル後使用 セザルベカラ

ズ。蓋 シ補藍結合反癒二使用 スル被検尿量0.5

《編二過 ギズ ト錐モ其 ノ酸性度 ガ溶血系二封 シテ

或 ハ溶血 ラ促進 シ或ハ溶血阻止作用テ現ハスガ

爲 メナ リ。然 ルニ今回 ノ余 ノ抗禮吸着法帥 チ感

作抗元ラ以 テスル補盟結合反鷹二於テハ被検尿

中ノ抗膿 ト抗元 トテ結合セ シメテ遽心 シ上澄尿

部分 テ除去 シ更二2同 生理的食藍水テ以テ洗漁

入ルガ故二不用尿部分 テ殆 ンド完全二除去セラ

ルルテ以 テ被検尿 ノ酸性度等ハ何等顧慮スル必

要ラ認メズ。爾又若 シ尿 中二補禮結合 テ阻止叉

ハ促進 スルガ如 キ物質アリトスルモ亦同時二除

去セラルベ シ。

第2節50℃ 二長時間加温 ガ抗盤 二及 ボス影響 二就 テ

余 ノ實験二於テハ 被検尿 ラ50℃ ノ重盤煎上ニ レザルヤ否ヤノ實験 ラ必要 トス、

テ長時間ヲ要 シテ是 テ濃縮 スルテ以 テ果 シテ 第4表 二示 スガ如 ク5CAノ 生理的食盟水一:一補膿

50℃ 長時間加温二封 シテ結核抗艦 ガ破壌 セラ 結合反懸陽性結核患者血清テ加ヘ タルモノ2組

第4表50"c二 長時間加温ガ抗燈二及ポヌ影響

一 原 血 清

薩 禦 籍1

5010時 間 浴

:瓜 清_

1

0.T

._紘

柵 柵

中二 加温 シタル

1∬}皿Ilviv

噸響 響
註 第1表 二同 ジ
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テ用 意 シー 方 ノモ ノハ50℃ ノ浴 槽 中 二10時 間

加温 シ他 ノ塑 温 セ ザ ル モ ノ ノ封 照 トセ リ。 而 シ

テ之等2組 ノモ ノニー 定 量 ノ抗 元 菌 ヲ加 へ銑 二

前 述 セル ガ如 クー 定 時 聞 吸着 テ行 ヒ タル モ ノ轟

第3節

被検尿 二抗元テ加ヘテ吸着 ヲ行 フ場合被検尿量

ノ多寡 ト吸着 嘆 蜴 ラ明ニスル必要 アリ。

余ハ是等 ノ關係テ關明セ ントシテ本實験 テ行 ヘ

リ。即チ第5表 二示 スガ如 グ種々 ノ量 ノ生理的

食盟水二同量 ノ補禮結合反慮陽 脳 且清 ヲ加へ是

第5表

就 キテ補禮結合反鷹テ行 ヒタルニ爾者 ヲ比較 シ

テ反懸度二漿化 ラ認 メズ。即チ50℃ 長時間加

温 二依 リテ結核抗艦 ガ何等損傷 セラレザルテ確

メタリρ

抗禮吸着 ト液量 ノ關係 二就 テ

s抗 元 テ加 ヘ テ37C二30分 聞吸 着 ヲ行 ヒ タル

モ ノニ就 キ テ補 禮 結 合 反 慮 ヲ行 ヒ タル ニ少 量 ノ

液 中 二於 テハ多 量 ノ液 中 二於 テ ヨ リモ吸 著 ヨ リ

容 易 ナル コ5テ 認 ムe故 二被 検 尿 ハ5cゑ 内外 二

濃 縮 シタル モ ノテ使 用 ス ル ラ適 當 ト認 ム。

抗髄吸着 ト液量 ノ關係

罐鵠難蓉蜘
讐尭鼎 姦 璽盤灘 蹴
着 シ タノレ場 合

偽

同右10鵬 使用 ノ場
合

同右20鉱 使用 ノ場
合

一一 一

試騎 番馴 ・津 掴 1{皿 ,皿 μnl皿 1{Hi皿

血 清 量
0'蕊隣}qo25 Oの蕊0'0気

、0・Olll
0.蕊{0・0『

噸0'配10'0∵ のOl巨

補燈結合反癒度

,,

冊 鑑{≡
}{

一 一1
1

柵1到 判 嘘1ご_1葦 ξ

註 第1表 二同 ジ

第4節

抗艦 テ吸着スルニ必要且ヅ充分ナル時間ヲ決定

スル必要アリ。

第6表 ノ如 ク生理的食盤水50G中 二補艦結合反

慮陽性結核患都 蜻 幼 ロへ是等ニー定量 ノ抗元

ラ加ヘテ37℃ ノ重盈煎中二20分 乃至2時 間吸

第6表

20分

抗髄吸着 ト時間的關係 二就 テ

着 テ行 ヒ タルモ ノニ就 キ テ比 較 實 験 テそ祉 タル

…20分 乃 至30分 間 吸着 ニ テ充 分 ニ シテ其 レ以

上 吸 若 時 問 テ延 長 スル モ不獲 ナ ル ヲ認%故 轟

吸 若 時 間 ハ37C30分 間 ト定 メ タリe

抗艦吸著 ト時間的露係

30分 1時 間 2時 償

註 第1表 二同 ジ

第4章 尿 ヲ以テスル結核補髄結合反鷹ノ實験成績

濃轍 検尿一抗元結樋 伽 一タル抗齢 著方 動甑 緋 活難 結核儲 合計77仮揃 膜炎

海 依ル結核禰 結合鷹 耀 麟 蹄 珪話 儲9例 漠 ノ他非結灘 疾患等一就キテ施行
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セル實験成績八次 ノ如 シ(第7表 参照)0

表申尿 ノ補艦結合反鷹二於テ柵ノ・完全溶血阻IL

⑳チ強陽性、井ノ、中等度賜姓、十ハ弱陽性、±

ハ疑問反慮、一ノ・反慮陰性テ示 ス.血 清 ノ補膿

結合反応二於 テ辮ハ 血清使用量0.1ααノ場合 二

第7表

於ケル完全溶血阻止帥 チ強陽性、升 ハ中等度陽

性、+ハ 弱陽性、±ハ疑問反応、7ハ 陰性テ示

ス。蛋白反慮二於 テ辮八反慮強陽極i、聾ハ中等

度陽性、+ハ 弱賜姓、±ハ疑問反鷹、一八陰性

ヲ表ハスa

尿ヲ以テスル結核補盟結合反慮成績

番 號li

No。1
1一

N◎ 。2一}
No.3

　

No.4

No.5
壁}

No.6
-

No.7

:No.8

No。9

No.10
一

No,11

N◎.12
一}

N◎.13

No.14
一㎜

Nα15
一

No.16

Nα17

No.18
-

Nα19
一一　

N◎.20
一 一　 『

Nα21
{一 一 一…

Nα22
…

No.23

No.24
一

Nα25

No.26

No.27
_i

N(》。28

N◎.29
　

Nα30、

Nα31
…

Nα32
嚇一

Nα33}
騨㎝}一『

Nα34

N◎.35

No,36

番 號1姓 名 年 齢及性

　
11■38♂

1昌 畿
4■15皐

5■15名

盤ノ尿
状
名

ノ
病

者検
及

激
騰

堵酸

÷

"一

動
」
…
「
「

健…

離

尿礪 今翻 総 監被…

撫

6■115

7■14
　

8■39

9■19

10■21

11■:25

12■;66

13■121

14■32

♀

一♂

一舎

]
♂

一念

一合

}♂

,,

警驚

き ひ リサ

　 ア 　 　

活(皿)十 勝結核i

非 活(m図

舎 灘 性肋膜 炎活(1)中 性

♂;非 活(1)酸 性

15■35♀

16■18早 漏性肋膜 炎

17■11♀ 活(1)

18■
.22♂ 活

鋸昌1跨
21■ β2♂

活 検H)i性

酸 性

肺 門1中 性

(∬)繍 性
　

温 性 肋 膜 勾"
活(H)・"

漁 性 肋 膜 炎1,,

52舎
,非

活遇■隅
活舎39

■脳 活♀52■脳

活(皿),,

m「7

(皿)1"

(皿)醸 性

徴蛋白

縄

帯

什

一1一

ヨ ㎜=「
恥(活♀26

■脳
"即F肺D(活♂17

■隅
一
=ト

二
柵

　

一

…

「
惚

ピ

"…滴
一

恥
辱ご

＼活♂25

■隔 恥(活非揖■踊 璽

核

.

(

　
結

活

腎

皐

♀

20

19■贈
■踊

二
二
+三

牲…酸)

核
性

、惚

∴
甲

酸

.核

)

鯉

結
醜

)
…十

…噸

恥

並

活

源

32■隅
棚

躾

糸

♂

20

面
脇αN

　34αN

⑳活踊■35傷N
一

　

り　"炎膜腹肋一念24

■踊

帯

柵

L世_

一i

11"紘

50傷 心
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一1柵1一
…

{
一}惜

… 一

1制 一
一i帯1一

=二 「+i_
一 一i一 一
一 蚕 棚 一

一 ・}榊 一

一1柵 一

_濫_

(J酸 掻

rハ1

夢ひ

D

炎

核

炎

(

膜

粥

腹

肋

+

一活

性

恥

腹

く

活

非

漁

活

肋

活

♀

否

否

舎

♂

皐

16

憩

22

器

21

26

讐}ii津
び{徳 性1㎞=

富

■
■
■

薇 蛋 白

1==鱒

一

輔

一

一

十

柵

帯

枡

一

帯

御

一

一

一

一

一

一

一

什

一

夢賛

…

繁,

一

ユ50{為
}

50鵬
曲ア……嗣一

罪,

　

蓼,

　一 　

,,

ρ「一}肋{

量夢

　 　 朋嗣一

驚響

纏

蝉

薫蓼

川　 一一 岬田一

皆瀬

一 　 →

},

← 増

,,

　 一_　 一

Pひ

一冊一～}

ひ,

罫,

貸費
㎝ 一

奪,

}一 嚇

,,

… 闇m～㎝

,,
　

診妻
　

蓼,

…
1藤 壷

「
事業　

》3

,,

i__

L"
§

,婁

→

25α 《竃

30舎1非 活(∬)

趣二_室二i活(皿)± 腸結核
器/酸"控

性

(蹟

(1)

〈D

嚢s

,,

(Dl"
く

(1)中

清

清

濡

濡

非

活

非

非

♂

舎

♂

皐

21

21

37

30

明

一

一

一

柵

ネ

自

誓

遡
帯
帯

下
:

一

一

柵

一

…

一i搬i一

一
、 柵1一 ミー{ 　一……一『 一 「　

{{
、㎜ 圃一台 　一 帯i一

ジ 赫i

柵

一

一

冊

一

(皿ハ 酸 性

(皿)

佃)

核 鱒

一

価

二一レ ニ ー}一 二
一1一 し 粁 〆

一1-/柵

一 帯 ・ 一

…活

[

辛

♂

♀

皐

明

23

%

41

26

一

⑪

灘

①
鋤
8

騰

緊

結

肋

肋

.

活

片

腹

控

性

皿

浩

浩

腎

乾

乾

活

清

清

非

…潅

活

肋

活

愈

愈

念

念

♂

茅

舎

↑

愈

愈

19

18

36

27

20

17

19

24

.19

24

}

明1不

(1)1酸 性

幽

幽

}

一

一

一

轍

帯

朴

携

帯

帯

帯

一

帯

柵

柵

一

一

一

一

一

}
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臨 一F甲一 罰
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÷ 薇蓉白
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一一
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F

柵,, 騨1華,

Nα861■ 36♂ 活(皿)十 喉頭結 核"
　

一 一 十 一1,肇

Nα87■ 17♀ 活(1)十 腸 結核,, 一 一 帯 ξ
一 締

,蓼

Nα88!■ 38♂ 活(∬),, 一 ・一 十十 _1
,蓼i

Nα89}■ 17♀ 活(皿 ♪ 中 性 一 一 十十 1-
1蓼 サ

Nagoi■
一 一i

19♀1活
　 ⑲ …酸 性に
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1一 一L…
…

Nα911■
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N・・92;■ 2・ ♀憧(皿)" 一 一 十十 一
警,

ξ
N"93{■ 53舎 活(皿)瘤 性 督i+柵 一 15偲

Nα94}■ 52
/活(皿) 酸 性微蛋白+柵 一 50αo

Nα95i■ 20♀1活(皿)
肇

,,
一 一 十什

1
一,,

Na96:■125斜 活(皿) ,,
一{一 帯 一1"
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N住101… ■ 53♂ 徽 毒1" 一 一 一
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冒 一
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36♂ 急 性 肺 炎1" 一 一 一 一 … ・

N◎・1⑪3■ 38♂
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註 病 名 中活 トア ル ハ活 動 性.非 トア ル ハ非 活 動 性 肺 結 核 ヲ表 ハ ンiI、 皿、皿 ハ ツ ル パ ン、 ゲル ハ ル ト民

ノ分類 ヲ示 ス

以上二示 セルが如 グ健康 ト思ハルル者二就 テ行

ヒタル補膿結合反磨 ノ結果ハ盤 ク陰性ニ シテ諸

種 ノ型、種々 ノ程度 ノ結核患者二就 キテ行 ヒ桑

摘結果ハ;其ノ尿中 」 ズルフ護サリチル」酸法二

依ル蛋白反慮陰性 ノつレモノハ書 ク補艦結合反癒

第8表

健 康 者

結核患者(尿蛋白反旛陰性)

肋 膜 炎 患 者

尿 蛋 白腹

癒 陽性 者

結核菌陽性

非 結 核 患

結核菌陰性

者{

陰性二終 リ蛋白反慮陽性ナル17例 中10例 バ補

膿結合反慮陽性亘理ハ レ陰性者7例 中3例 ハ血

清 ノ=補膿結合反癒陰性、他 ノ2例 ハ不明、残 り

ノ2例 ハ血清ノ補髄結合反癒陽性ナLリQ故 二

血満 ノ補罷結合反慮陰性 ノ3例 ト不明 ノ2例 テ

尿ヲ以テスル結核補鵬結合反応陽性率
　

補鱒結 補膿結
例 轍 合反磨 分尿慮 陽性奉 備 考

　

齢 晒蝋{幽 一霞価 勝 陽性藪 陰性徽
___鷺 吊曜

10iO 10 0%

5510 55 0%

i一9iO 9 0%
　

陰性者1例 ハ血清 ノ補饅結

5i↓11

/

80.0% 合反 応不 明ナル ヲ以 テ之 ヲ
除外ス レ'バ陽性率100%ナ
リ

…

ll
i 陰性 者中3例 ハ血清 ノ補髄

1 結合反磨陰性他 ノ2例 ハ不
匡

17!107 50.0% 明 ナ ル ヲ以 テ是 等 ノモ ノヲ1
{i

除外 ス レバ陽 性 率83.3%ナ ・
り

8101
}

8 0%
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除外スvバ 「ズルフォサリチルj酸法ニ テ蛋白反

慮陽性結核患者12例 中10例 ハ尿 ノ補龍結合反

慮陽性 トナリ83.3%ノ 賜姓率ナリ.尿 中結核菌

賜姓者5例 三献 キテ見ルニ1例 テ除 ク4例 ノ輔

艦結合反慮陽性 ニシテ1例 ノ陰性者ハ其 ノ血清

ノ補艦結合反磨不明ナルヲ以テ此 ノ1例 ヲ除外

スレバ尿中結核菌ヲ認 ムルモノノ補醗結合反感

ハ100%賜 姓 ナリト云 ヒ得 ルa

此 ノ外徽毒患者3例 、腎炎1例 、急性肺炎2例t

肺壊疽2例 等 ノ非結核性疾患二就 キテ施行 セル

尿 ノ結核補罷結合反癒ハ書 ク陰性 ナリ儲8表

参照)e而 シテ之等 ノ非結核性疾患8例 二於テ

各々其 ノ冠n清二就 テ行ヘル補罷結合反慮ハ陰性

ナレリ.

第 ろ章 結核補盟結合反慮陽性尿ノ加温二尉スル椀盛ノ受クル影響二就テ

結核補禮結合性流燈 テ含有 スル血清ハ80℃30

分間ノ加温二佐 リ抗艦が完全二破壊セラルゆ扱

テ補龍結合反鷹陽性テ示 シタル尿ハ果 シテ特異

姓抗罷二依 ルモノナルや否 やテ立読 スルー法 ト

シテ補罷結合腹癒陽性尿 ノ加温二封 スル影響 ヲ

検シタリ。

即チ結核補禮結合反慮陽睦尿2例 デ取 り各々尿

100㏄ ヲ10cゑ二濃縮 シテ三分 シー一部 ハ8σ℃30

分間加温 シ一部ハ加温 セザルモノノ対照 トシ残

りノ一部 ハ対照 トセリ.

第9表 補盤結 合反磨 陽性尿 ノ加温 二i封メル影響

喫緊 辮
以 上 二就 キ方 ノ如 ク補 禮 結 合 反 応 ラ行 ヒタ ル 轟 ・

其 ノ結 果 ハ第9表 二示 ス如 ク加 温 セザ ル モ ノ八

反 磨i陽性 ナル ニ反 シ80℃30分 間 加 温 セ ル モ ノ

八 反 慮 陰 性 二終 レリc郎 チ尿 中 二存 在 スル補 盤

結 合 性 抗 艦 ハ 。血清 二於 ケル モ ノ ト 同様80℃30

分 間 加 温 二依 りテ破 壊 セ ラル、

第6章 尿中結核抗髄含有量二就テ

結核患者尿中二補禮結合性特異姓抗儘 が排泄 セ ノ就農量 が血液中ノ其二比較 シテ凡ソ幾分 ノー

ラルル トスルモ其 ノ量 タルや一般三差 シク微:量 以下 ナルカヲ知 ラントシテ両者 ノ補罷結合反慮

ナルノ・想像 スルニ難 カラズ0余 ハ結核患者尿中 ラ結核患者10例 二就キ施行 シテ比較實験 ヲ行

第10表 尿中結核抗瞳含有量

試 験 管 番 號

浸 ㌃じ.一一 使用血清及尿量しヒ へ 　　 　 　

被検＼ 細蟹晦

1皿 皿

0.10。05

C。(AC.《AG鳥

IV

者 一
一 ・熊

V VIV皿

二
≡

士

二一
「
一

～

}

…土

龍

…

…

耗

　
鼎

0・0250・01250・006250・003125i原 尿5

C「GC

一1冊
十

毒

i≡i葦
i_～。___。 、遷

i≡ 、 ≡

一i冊
一1冊

士

柵

一 璽 …準一1劃{一
1

≡ 」一 ≡

註 儲 ハ完全溶 血阻止、一 八溶 血度 ヲ…≡ハ完全溶 血 ヲ示ス
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ヘ リ窃

被 検 結 核 患 者 尿 ノ・100qqラ10㏄ 二 濃 縮 シ其 ノ牛

量 デ實 験 二供 シ他 ノ孚量 ハ尿 ノ封 照 ト シテ使 用

へe一 方 患 者 血 清 ハ56℃30分 間 加 温 非 動 性 ト

ナ シタ ルモ ノ0.1、0.05、O.025cc等=・ 夫 々生 理 的

食蠣 水5c.cテ 加 へ 之等 尿 中 及 ビ血 清 二抗 元 ラ加

へ吸 着 法 二依 リテ補龍 結 合 反 慮 テ行 ヘ リ。 本 實

験 テ供 シ タル 尿 ハ 「ズ ル フ詳 リチ ル」酸 法 二 依

リ テ蛋 白 テ認 メザル 結 核 患 者 尿 ナ リ、

其 ノ結 果 ハ 第10表 二示 ス如 ク尿 ラ 以 テ スル補

鵜 結 合 反磨 ハ 全 例 蓋 ク陰 姓 、 血 清 二 於 テハ全 例

凡 テ陽 性 ナ リ.而 シテ被 検 尿 ノ使 用量 ハ原 尿 二

ス レバ50(xx・=相 當 スル ヲ・以 テ今血 清0.1cΩ 二於

テ補 艦 結 合 反 慮 陽 性 ナ リ シ例 ニ ア リテ ハ尿 ノ使

用量 ハ血 清量 ノ500倍 ナ リ。 郎 チ血 清 申 二含 有

セ ラル ル抗 艦 量 ノ500分 ノ1ノ 抗 盟 量 テモ尿 中

二排 泄 セザ ル コ トテ知 ル。爾 又 例 テ血 清O.0125

㏄し二 於 テ補 罷 結 合 反 慮 陽 性 ナ リ シモ ノニ トリテ

計 算 ス レバ尿 ノ 使 用量 ハ 血 溝 ノ4∞0分 ノ1ナ

リ.即 チ血 清 中 二含 有 セル抗 艦 ガ尿 中 二排 浬 存

在 セ ラ ルル トモ4000分 ノ1以 下 ナ ル コ トテ 知

ル,即 チー 般 結 核 患 者 尿 中 二特 異 性 抗 禮 ガ排泄

存 在 ス ル ト スル モ極 メテ微 量 ナ ル コ トガ明 トナ

レ リ.

第7章 「シャンベ ラン」濾過管通過 卜抗盟ノ消長 二就 テ

前 章 二於 ケ ル實 験 二 依 リ結 核 患 者 尿 中 二含 有 ス

ル補 罷 結 合 性抗 罷 量 バ ー 般 二甚 シク微 量 ナ ル コ

トテ鞠 カ ニ セ リ。 是 蓋 シ血 液 中 二存 在 スル特 異

姓 抗 罷 ガ{建康 腎 臓 ヲ通 過 スル コ ト甚 シ ク困難 ナ

ル モ ノ ト思 惟 セ ラ レ余 ハ補 罷 結 合反 癒 陽 性結 核

患 者 血清 二就 キ テ 「シ》ニベ ラ ね 濾過 管 テ 通 過

セ シメ タル モ ノ ト原 血 清 ト ノ禰 豊結 合反 鷹 テ比

較 實 験 ス ル コ トニ依 リテ血液 中 ノ抗 艦 ガ健 康 腎

臓 ヲ通 過 ス ル コ ト ノ晒 難 ナ ルー 端 ヲ窺 知 セ ン ト

セ リ。

實 験 方 法 ト シテ ハ補 禮 結 合反 鷹 陽性 血 清 テ生 理

的 食 盤 水 ラ以 テ10倍 二 稀 繹 シタル モ ノヲ 「シャ

ンベ ラ 物 濾 過 管L1,Lゴ,L・,テ 通 過 セ シメ各k

第11表

濾液5αa及 ビ生 理 的 食盤 水5cqテ 以 テ倍 敷 稀程

ラ行 ヒ タル モ ノ(濾 過 セ ザ ル モ ノ5ca中 ノ 血 溝

含 有 量 ハO.5aaナ リ)二 抗 元 結 核 菌 テ 加 へ 吸着

法 二依 リ デ補 龍 結 合 反 磨 ヲ行 ヒ之 ト濾 過 セザ ル

原 血 清 二就 キ テ行 ヘ ル補 禮 結 合反 磨 度 ト ノ結 果

テ比 較 セ リ。

實験 ノ結 果 ハ第11表 二示 セ ル ガ如 クL,濾 過 管

通 過 二依 リ反 慮 度 ハ原 血 清 二比 較 シテ稽 ㌃底 下

シL,,通 過 二 依 リテ著 シク微 弱 筆 ナ リL3通 過

二依 リ テハ 殆 ン ド全 ク反 慮 陰 性 トナ レ リ。

以 上 ノ實 験 二依 リ血 液 中 ノ抗 艘 ガ健 康 腎臓 テ通

過 シテ尿 中 二排 泄 セ ラル ル トスル モ如何 二微 量

ナ ル カ テ窺 知 シ得 ラル。

「シャソペラy」濾過管疽 過 ト抗燈 ノ消長

試 験 管 番 號IH
_一}__一 一一 〕笥　 へ…

使 用 血 清 量0.5億10.25笛

ぎ
皿IVVVIV皿

輪… 一

〇・125α窺;0・0625鵠1以 下 倍 薮 稀糧

濾過 セザル原血清 ノ補饅 … 冊1冊1鼎 冊
結合反慮度1 ・1

… ㎜…}

振 十§ ≡

L濾 液ノ補饅結合反懸度 柵}
_}

冊 陣1≡
」

≡一 ≡
竿

1

箋

L薦 液ノ補髄結合反懸度
… 一

≡Sp、 ≡ ・ii董 ≡
藤…㎜1;… 備

=1

≡ 茎 至

L3濾 液 ノ補髄結 合反慮度 霞 隆 壕 ≡i≡ … 塁

註 第10表 二 同y",Spハ 痕 跡 反 慮 ヲ現 ハス

第8章 尿ヲ以テスル結核補饅結合反慮ノ動物實験的研究

余ハ尿 テ以 テスル結核補艦結合反鷹ヲ結核患者 二就キテ行 ヒタル實験結果 ヨリ観ルニ尿 ノ補艘
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結 合反 癒 陽性 轟 現 ハ レ タル モ ノハ 其 ノ尿 中 二

rズ ル フ毒サ リチ ル」酸 法 二 依 リ蛋 白反 癒 陽性 ナ

ル モ ノニ シテ(但 シ血 液 中 二抗 畳豊ラ 認 メ ラ レ タ

ル モ ノ/v尿 蛋 白反 鷹 陰 性 ナ ル モ ノニ ア リテハ

尿 ノ補 膿 結 合反 癒 モ 蓋 ク陰 性 テ 示 セ リ。 蓋 シ

尿 ヲ以 テ ス ル補 禮 結 合 反 鷹 陽 性 ナ ル所以 ノモ ノ

ノ、尿 中 濯i泄 セ ラ ル ル特 異性 抗 罷 ヲ含 有 スル血

液 蛋 白 が 一程 度以 上 モ達 シタ ル時 ハ ジメ テ補 罷

結 合反 癒 ガ陽性 ヲ現 ハ ス轟 至 ル モ ノ ト解 繹 スベ

ク而 シテ尿 中 ノ蛋 白 ガ果 シテ血液 中 ノ蛋 白㌔ 原
律因

ス ルモ ノ トス レバ結 核 罹 患動 物 或 ハ結 核 免疫

動物 二實 験 的 腎 炎 ラ起 サ シム レバ其 ノ尿 中 二抗

儘 物 質 ガ排 泄 セ ラ ルペ シ ト ノ着 想 ノ下 二家 兎 テ

結核 二罹 患 セ シメ或 ハ結 核 菌 テ以 テ冤疫 シタ ル

モ ノ等 ・…硝 酸 「ウ ラ ンJテ 注 射 スル コ トX一依 リ實

験 的 二「ウ ラ ン」腎 炎 テ起 サ シ メ其 ノ尿 ・…就 キ テ

結核 補 膿 結 合 反 鷹 テ實験 セ リ.而 シテ 「ウ ラ ン」

ハ 腎臓 ノ統 毬艦 及 ビ細 尿 管 共 二侵 サ ル ル モ ノナ

レ ドモ 特 二細 尿 管 二於 テ 著 明 トセ ラ レrカ}タ

リヂ:■-x特 二統毬 禮 二 作 用 ス ルモ ノ トセ ラル

テ以 テ爾 者 テ使 用 シテ實 験 テ行 ハ ン ト シタル モ

「カ ンタ リヂ ンダ ・購 入 スル コ トヲ 得 ズ 硝 酸 「ウ

ラ ンJ二 依 ル實 験 ノ £デ行 ヘ リe余 ハ 結 核 患 者

尿 二就 キ テ行 ヒ タル結 果 ヨ リ観 ル ニ尿 中 二赤 血

球 、 白血 球 等 テ多数 二認 ム ル場 合 二於 テ補 艦 結

合反 慮 度 著 明 ナ ル ラ認 メ ラ レ タ リ。 此 ノ意 味 二

於 テ 「カ ンタ リヂ ン」腎 炎 二依 ル 實 験 ラ行 ヒ得 ザ

リ シデ遺憾 トス暮

第1節 實験方法

余 ハ今 回探 用 セル尿 ヲ以 テ スル補 艦 結 合 反 鷹 方

法 ハ 可 及的 多lll=ノ尿 テ適 鴬 トスル ヲ以 テ各k1

頭 ノ家 兎 ヨ リ「カ テPtテ ル」法 二 依 リテ探 尿 ス レ

バ長 時 間 テ要 シテ不 適 當 ナ ル ヲ以 テ籔 頭 ノ家 兎

ラ1群 トナ シ僕 殺 探 尿 スル コ ト トセ リ。 而 シテ

1頭 ヨ リ100鉱 以 上探 尿 シ得 タル モ ノ ハ 其 ノ尿

二就 キナ實 験 ヲ行 ヒ探 尿 量 少 量 ノモ ノノ・藪 頭 ノ

モ ノラ混 合 シ タル モ ノニ就 キ テ實 験 セ リ.實 験

ハ健 康 家 兎、 結 核 家 兎、 結 核 見 疫 寡 兎及 ビ之 二

實 験 的 腎 炎 ヲ趨 サ シメ タル モ ノ等 ノ尿 二就 キ テ

補 膿 結 合 反 慮 ヲ施 行 セ リ.

尿 ノ麩 置 、 補 膿 結 合 反 慮 操 作 方 法 等 ハ 既述 セ ル

モ ノ ト同様 ナ リ.

第2節

a>健 康家兎二於ケル實験

實験 ノ封照 トシテ健康家兎尿二就 キテ行 ヒタル

實験ハ第12表 ノ如クニシテ尿 ノ補騰結合反慮

第12表 健康家兎尿二於ケル補騰結合反旛

註 血 清 ノ補 髄 結 合 反 旛 二於 ケ ル血 清 使 用 量 ハ

O.1eq・yテ 十 ハ弱 陽 性 、 一 ハ陰 性 ヲ示 ヌ

實験 成績

ハ陰性ナ リ/尿蛋白反慮ハ全部陰性)e

/2/健 康家兎二實験的腎炎ヲ起サ シメタル

モノノ費験

健康家兎二硝酸ザウラン」(水溶液 トシテ/30mg

ヲ静版内二注射 シ48時 間後二撲殺探尿 シテ補

艦結合反慮ヲ行 ヒタルニ其 ノ結果ノ・第13表 二

示 セルガ如 ク陰性ナ レリ.

(3>結 核家兎二楚ケル費験

牛型菌(北 研株>V2。e,mgラ 静賑 ヨリ注射 シ1ケ

月後 二撲殺探尿 シ其 ノ尿 二就 キテ行 ヒタル補艦

結合反癒ハ第13表 二示 ス如 ク蓋 ク陰姓ナ リ(尿

蛋白反鷹ハ全例陰姓〉。
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第13裏 健康i家兎 二實験 的腎炎 ヲ起 サ ンメタ

ルモ ノノ尿 ノ補髄結 合反鷹

註 第12表 二同 ジ

第14表 結核家 兎 二於 ケル尿 ノ補鯉結 合反鷹

第15表 結核家兎 二實験 的腎炎 ヲ起サ シメタ

ルモ ノノ尿 ノ補盤結 合反旛

験 露重、性 舎澄 兎

翻 蚕嚇 鰍 後

探取 補鵬
蛋 白 量 詰合

尿量 反磨

3201650㎎1850㎎1ナ シ　

3・319・・"225・"1亟 騰1鋳

亡50,・3041800,,死

3071750,,2300,,i75,,(混 合)5。5%

鋼

309講840,,2120鱒30鱒}(

十十 一

窪十

柵_

");-1

3001900,,2000,,110"i(混 合)6。0%'

317凱 二2300"巡 』/(")

3101950,,i1650,,i50鱒 ・

帯1_
-1

3112・6・"〔183・巫 欝}1'5懸 哺 ・

3152010"}2270"50・ ・

3162200,,12100,,ナ シ

?1-一 一

L

験 髄 重、
兎 1-一__一 一

號實験前

294 2450㎎

296 2300,,

297 2500,,

298 2300,,

300

301

2750纏

2640,,

験騒 齢 認 蛋鹸 結騰 嘉

㈱ 瞬 尿量騨 騰"SCtt'NSSs・
30鵬2450㎎2600㎎

2550,, 40,,

2400,,45,,

2500,,20,,

lllliii暑

惜
亙

骨
丁
冨
丁

二
二
±
三

享

　

聯(

ぬ

ヘ

ノ

　

聯
=

二
二
三

=
7

註 血清 ノ補髄結合反癒 二於 ケル血清使 用量 ハ

0.1qaニ ンテ柵 ハ強 陽性 、替 ハ中等度陽性、

± ハ疑 問反磨、一 ハ陰性 ヲ示ス

(4)結 核 家 兎 二費 験 帥 腎 炎 ヲ起 サ シメ

タル モ ノ ノ實 験

牛 型 菌 ソ、。eemgテ 静 肱 内 二 注 射 シ1ケ 月後 二

硝 酸 「ウ ラ}」 〈水溶 液 ト シテ)30mgテ 静 脈 ヨ リ

注 射 シ48時 間後 二 撲殺 探 尿 シテ 補 髄 結 合 反慮

ヲ行 ヒ タル ニ第14表 ノ如 ク 叢 ク 陽牲 反 磨 テ示

セ リ。

(5>結 核 冤 疫 家 兎 二 於 ケ ル實 験

人 型 結 核 薗(三 宅 掬 ヲ「グ リセ リ ニ、 プ ィ オ ン」

培 地上 二1ケ 月 培 養 セ ル モ ノ ヲ殺 菌 、 乾燥 シ タ

ル モ ノテ乳 鉢 中 二生 理 的 食鰹 水 テ以 テ磨 潰 シ タ

ル モ ノ ヲ10、20、30mgノ 順 二 檜 量 的 二静 脈 ヨ

リ1週 聞 ノ間 隔 テ置 キ テ注 射 シ最 後 ノ注 射 ヨ リ

1週 聞 目 二撲 殺 探 尿 シ タル モ ノニ就 キ補罷 結 合

註 尿 ノ補膿結 合反懸 二於 ケル帯 ハ強陽性、骨

ハ中等度 陽性 ヲ示 シ血清反臆度記載法 ハ第

13表 二同 ジ

第16表 結核免疫家 兎 二於 ケル尿 ノ補骸

結 合反懸

實験 膿重、性♂ 探取 補盤
家兎 蛋 白 量 結合

張験蔽灘聯 跨
111850ng2100ng}85c×c,(混 合)5・0λ 威 _

に　 　 　 　 く2
11930,,i1800,,i20,,(エ ス バ ッノ・)1

爵欝
一}柵

一 隔
　　 　

3i25・・一』紳 ・⑪絆/411%)}一[+隔

4 、2000"、2300"i1墜 二!

署i}琴1耀論 欝o掴1-1モ 蕃
註 血 清 ノ補 露 結 合 反 磨 二於 ケ ル 實 験 前 ノモ ノ

ハ十、 一 ハ 第12表 ノ註 ト同 ジ ク實 験 後 二

於 ケ ル惜 ・・20倍 稀 繹 血 清0.Iac、O.05cα ノ

如 ク倍 籔 稀稗 ヲ行 ヒ タル モ ノニ就 キ テ補器

結 合 反 慮 ヲ行 ヒ第3本 目 ノ試 験 管 マ デ溶血

阻 止 、 赫 ハ第2本 自 ノ試 験 管 マ デ溶 血 阻止

ヲ現 ハ シタル モ ノヲ示 ス タ
亀

反慮 ヲ施行 セルニ第15表 ノ如 ク該反慮書 ク陰

性ナ リ、

(6)結 核冤疫家兎二貿験的腎炎ヲ起サシメ

タルモノノ實験

前實験同様二人型薗テ以テ免疫 シタル家兎二最

後 ノ菌注射 ヨリ1週 間目二硝酸「ウラン」30mg

テ静脈 ヨリ注射 シ48時 聞後二撲殺探尿 シテ補
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第17表 結核免疫家兎 二實験的 腎炎 ヲ起サ シメ タルモ ノノ尿 ノ補鐙結合反磨

實験家兎
番 號

一 贈㎜一

1

2

3
隙凹

1

4
{冒_嗣_

5
　

6

燈 重、性 ♂

號i鰍 前 搬 後

}2770㎎!269醜
12230鱒2720鱒

　2615
,,2180,,

2470,,2400,,

12760"1。tttu一ミ

12485"驚48・"

{}

1探 尿劉1

100cc.13.0%

ナ 訓(エ ス バ ッハ)

、灘:羅 蓼罐 馴蛋 白 量

i合聴 嚇 「簸 後
十十 柵

40,,

亜r解 合〉.5・5暦 甘
15"}一

1冠 「τ一嘔1下+

赫

十

柵

柵

甘

榊

註 尿 ノ補瞭 結合反懸 二度記載法 ハ第14表 ノ註 ト同 ジ〃血清 ノ補鷺結合反癒 度記載法 ハ第15表 ノ

註 ト同一ナ サ

盟 結合 反 慮 テ行 ヒ タル 結 果 ハ第16表 ノ如 ク反 鷹 陽 性 子示 セ リ,,

総括及ビ考案

尿 テ以 テ ス ル結 核 補 艦結 合 反 癒 二於 デ補罷 結 合

姓抗 元 ノ護 明 轟關 スル研 究 ヲ行 ヒ タル學 者 薮 氏

ア リ.而 シテ彼等 ノ多 クハ泌 尿 系 ノ結 核 ガ存 ス

ル場 合 二於 テ ノ ミ尿 中 轟補 盤 結 合性 抗 元 テ認 メ

タル ヲ報 礼 思 フ轟泌 尿 系 二結 核 菌 竈 ガ存 在 ス

ル場 合 二尿 中 二補 罷 結 合 牲 抗 元 ガ排 泄 存 在 スル

事 ハ容 易 二首 肯 シ得 ラル.扱 テ尿 中 ノ補 罷 結 合

性抗 龍 ノ讃 明 二 關 シテハParker氏 ノ報 告 ア リ。

同氏 ノ實 験 結 果 二依 レバ活 動 姓 結核 二於 テ尿 申

二補龍 結 合 牲抗 艦 テ認 メ タル モ ノハ39.7%、 非

活動 性 結核 二32.2駕.腎 結 核a54%、 健 康 人 二

〇%、 非結 核 性疾 患"4%陽 姓 ナ レ リ ト,,今弦 二

疎 ツテ尿 中 二補 器 結 合 性 抗 膿 ノイrスル所 以 テ考

フル ニ此 ノ抗 龍 ハ血 清 蛋 白 轟 由 來 スル モ ノナ ル

ハ明 カナ リ
ゆ 而 シテ尿 蛋 白生 成 機 韓 ハ種 々 ア リ

ト錐 モ其 ノ化 學 的 姓 歌 ハ血 清 「ア ル ブ ミ ン」及 ビ

「クロ ブ リ ン」轟相 當 スベ キモ ノナ リ
。 余 ノ實 験

結 果 二依 レバ補 罷 結 合 反 慮 陽 性 ナ ル場 合 ハ常 二

「ズル フ毒サ リチ ル」酸 法 轟 依 リテ 尿 蛋 白 ヲ認 メ

タル場 合 ニ シテ爾 又結 核 家 兎及 ビ結 核 発 疫 家 兎

二就 キ テ實 験 的腎 炎 ヲ起 サ シ メ タル實 験 二於 テ

モ上 記 ノ動 物 ハ腎 炎 テ起 サ シメ ル コ ト即 チ蛋 白

テ尿 中 二排 泄 セ シム ル コ トニ依 リ テ補禮 結 合 反

慮 陽牲 トナ ル鮎 ヨ リ観 ル モ尿 ヲ以 テ ス ル=補盟 結

合 反慮 ハ尿 蛋 白 二 關係 ラ有 スル モ ノナ ル事 デ知

ルeParker氏 ハ尿 申 蛋 白 、白 血 球 、赤 血球 ノ有

無 ハ補 龍 結 合反 癒 工何 等 關 係 セザ ル ガ如 ク記 載

スル モ余 ノ實 験 二依 レバ尿 中蛋 白 ノ有 無 二 關係

テ認 ム ル ノ ミナ ラズ尿 申 白麺且球 、 赤 ∬且球 ラ多藪

ユ認 ム ル結 核 尿 ホ ド補 龍 結 合反 癒 陽 性 度 強 キ テ

見 ル。要 スル 轟尿 テ以 テ スル補 器 結 合 反 鷹 ハ 尿

中 二排泄 セ ラル ル甑 青蛋 白特 二補 罷 結 合 姓 抗 禮

テ含 有 セ ラル ル モ ノ トセ ラル ル 「グ ◎ ブ リ ン」ユ

關係 ス ル モ ノナ ル づ トハ 疑 フ齢 地 ナ ク余 ハ尿 中

結 核 菌4認 ム ル モ ノ・t一於 テ100%A補 艦 結 合 反

癒 陽 性 ヲ 認 メ タルハ 結 核 病 攣 ノ爲 メ 尿 中 二 血.

清蛋 白 ノ多量 轟存 在 スル 議依 ル モ ノナ リ ト思 惟

礼 然 レ ドモfズ ル フォサ リチ ル」酸法 二 依 リテ

尿 中 二蛋 白 テ認 メザ ル場 合 二於 テモ必 ズ シモ無

蛋 白 ナ リ ト云 フ ヲ得 ザ ル モ余 ノ實 験 ニ ア リテハ

該 蛋 白反 癒 陰 性 ナル場 合 二補 艦 結 合 反 慮 陽 牲 ナ

ル モ ノ轟遭 遇 セ ザ リキ。 蓋 シ尿 中 二抗 艦 物 質 ガ

排 漉 存 在 セ ラル ル ト難 モ 極 微 量 ナ ル 爲 メナ ラ

ン。 此 ノ微 量 ナ ル尿 中抗 龍 ヲ モ検 出 セ ン トシテ

余 ハ原 尿 トシテ50e."ノ 尿 テ 濃 縮 シ タル モ ノ千

就 キ テ補 艦 結 合反 鷹 ヲ行 ヒ 々ル モ ノニ シテ斯 ク

ノ如 ク多量 ノ尿 量 テ使 用 ス ル づ トハ從 來 ノ補匿

結 合 反 慮 衛 式 テ以 テ シテハ 不 可能 ノ コ トニ シテ
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全 ク新 シキ方 法 術 式 ナ リ。Parker氏 ハ原 尿0.5

cq-・使 用 シタル補 罷 結 合 反癒 二依 リー 般 結 核 患

者 二相 當 高 傘 二陽 性反癒 テ呈 スル コ トテ報 告 ス

ル モ余 ノ實 験 ノ結 果 二依 レバ … 般 結 核 患 者 ノ尿

申ca存 在 ス ル抗 麗i量 ハ血 清 申 ノ抗 禮 量 ノ敷 千分

ノー 以 下 ナ ル ヲ思 ヘ バ原 尿O、5αaヲ 使 用 シタル

場 合 如 何 二優 秀 ナ ル抗 元 及 ビ衛 式 テ以 テ ス ル モ

… 般 結 核 患者 ノ尿 チ以 テ補 農 結 合 性抗 膿 テ讃 明

ス ル コ トハ縄 封 不 可 能 ナ リ ト云 フ 子得 ベ シ.爾

噺

結

〈1>余ハ補盟結合性抗禮含有量一般二極 ク微量

ナリト思惟セラルル結核患者尿 ノ可及的大量 テ

使用 シテ補禮結合反癒テ實験 スル目的 ノ爲 メニ

50(taノ尿 テ50℃ ノ重温煎上二約50c前 後二濃

縮(探尿50(ta未満 ノモノモ5cc前 後 マデニ濃縮〉

シタノヒモノニ抗元 タル結核菌テ加へ尿申轟存在

スル結核補膿結合性抗罷 ト抗元 トテ結合 セ シメ

タル感作抗元 工就 キテ補罷結合反鷹 テ施行 セ

リ.該 實験方法ハ従來ノ補艘結合反慮二比較 シ

テ多量 ノ尿 二就 キテ其 ノ内二含有 セラルル抗艦

ト抗元テ結合 セシメ且 ツ補罷結合反鷹二有害不

必要ナル尿部分 壁除去 シ得 ル長所 アリ.從 ツテ

補瞬結合反慮 二使用スル尿 ノ酸性度等二就キテ

ハ何等顧慮 スル必要 ナキー新方法術式ナリ。

(2>被 検尿50(xxxヲ50℃ ノ重盈煎上ニテ約5qa

前後マデ濃縮 シテ之二抗元 タル結核菌ヲ加 ヘテ

抗艦吸着操作 テ行 フヲ以テ是等二關係 アル實験

テ行 ヒタル結果次 ノ如 シ.

〈イ>50℃ ノ重温煎中 二結核補薩結合反鷹陽牲

血清 ヲ長時間放置スルモ抗艦 ノ補竸結合性 々状

二異黙 テ認 メズ、

/ロ)必要ナルー定量 ノ抗元ヲ以 テ抗艦 ラ吸着 ス

ル場合、抗艦含有被検液 ノ量ハ5c.a前 後 ナレバ

實験上便宜 ナリ。故二被検尿ハ5ca前 後二濃縮

スルコトトセリ¢

(ハ〉抗艦含有被検液二抗元テ加ヘテ吸着 スル時

間ハ37℃30分 間ニテ充分ナ リ。

〈3)健康 ト思ハルル10例 二就キテ行 ヒタル尿

叉余 ハ結核補盟結合反懸陽性結核患者血 清 テ

「シゼ ベランJ濾過管テ通過 セシメタル濾液二

就 キデ補農結合反癒 テ比較 シタルニL,・濾過管

通過二依 リテ著 シク抗膿ヲ失 ヒL,通 過二依リ

補禮結合反磨陰姓 トナリタル實験 ヨリ錦納 スル

モ健康腎テ抗膿ガ通過 シテ尿中二排泄 セラルコ

トノ如何二微量ナルカテ窺知 スルニ充分 ナリ

ト恩惟 ス.

論

ノ補罷結合反癒ハ蓋 ク陰姓 ナリ(全例二於ケル

血清 ノ補艦結合反慮ハ陰性).

(4>種 々 ノ型及 ビ程度 ノ結核患者55例(但 シ尿

中二「ズルフ,サ リチル」酸法二 依ル蛋白反慮陰

性)ノ尿 テ以テスル 補罷結合反鷹ノ、総テ陰性ナ

リ¢

(5>尿 中「ズルフォサリチル」酸法ユ依 リ蛋白反

慮陽性結核患者 ノ尿17例 中10例 ハ・補艦結合反

慮陽性轟シテ陰牲者7例 中3例 ハ血清 ノ補盟結

合反慮陰性轟 シテ2例 ハ.血清 ノ補艦結合反慮不

明ナリ。故二是等 ノ5例 ヲ除外 スレバ(血清二

於ケル補艦結合反癒陽性結核患者 ニ シテ1尿中

蛋白反慮陽性者二於 ケル尿 ノ補罷結合反慮ハ

83。3%ノ 陽性傘 テ示 セリ。

(6>尿 中結核菌陽姓者5例(蛋 白反懸線テ陽性〉

中4例 ハ補膿結合反慮陽姓ニシテ1例 ハ陰性ナ

リ。而 シ子此 ノ陰牲者1例 ハ血清 ノ補罷結合反

鷹不明ナルテ以 テ之テ除外 スレバ尿中結核菌陽

性尿 ノ補罷結合反慮ハ100%ノ 陽性率ナリ。

(7>肋 膜炎患者 ノ尿9例(尿 蛋白反癒陰性)二就

キテ行 ヒタル補器結合反慮ハ蓋 ク陰性ナリ。

(8>徽 毒、肺炎、腎炎、肺壌疽等 ノ非結核性患

者ユ就キテ行ヒタル尿 ノ補罷結合反慮ハ陰姓ナ

リ(但 シ腎炎以外 ノモノハ尿蛋白反慮陰性、血

清 ノ補艦結合反癒ハ全例陰性)。

(9)補 腸結合反慮陽性尿 ヲ80℃30分 間浴槽中

二加温 スルニ反慮陰性 トナル。是 レ即チ抗艘テ

含有 スル血清 テ加温 シタル場合 ノ抗罷 ノ態度 ト
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一致 ス.

(10>結 核 患 者 ノ尿 中補 罷 結 合 性抗 艦 含 有 量 ノ概

略 テ知 ラ ン トシテ 結 核 患 者 尿 〈「ズ ル フ譲サ リチ

ル」酸 法 二依 リ蛋 白 ヲ 認 メザ ル モ ノニ就 キ テ實

験 ス)ト 同 時 二其 ノ 血 清 ノ=補膿 結 合反 癒 ヲ併 行

シテ行 ヒ爾 者 テ比 較 封 照 シ タルニ尿 中 二排 泄 セ

ラル ル抗 艦 量 ハ甚 シ ク微 量 ニ シテ血 清 中 ノ抗 器

含 有量 ノ藪 千 分 ノー 以 下 ナル コ トラ知 レ リ。

(11>「 シャンペ ラ}J濾 過 管 ヲ 以 テ 補 龍 結 合 性 抗

盟 含有 血 清 ヲ濾 過 シタル濾 液 ノ補 龍 結 合 反 鷹 二

就 キ テ實 験 テ行 ヒ タルニL2濾 過 管 テ通 過 セ シ

メル コ トニ依 リ著 シ ク抗 龍 量 斗減 ジ 玩 通 過 二

依 リ殆 ン ド全 部 ラ失 フ。 故 轟此 ノ實 験 ヨ リ椎 シ

テ血 清 中 ノ抗 罷 物 質 ガ健 康 腎 ヲ通 過 ス ル コ トノ

甚 シ ク困難 ナ ルー 端 ヲ窺 知 シ尿 中 二抗 龍物 質 ガ

排泄 存 在 ス ル モー 般 二甚 シ ク微 量 ナ ル づ トテ首

肯 シ得 ラル.

(12)健 康 家 兎、 結 核 及 ビ 結 核 冤 疫 家 兎尿1共 二

尿 中蛋 白反慮 陰牲 〉ラ 以 テ ス ル 補 艦結 合反 慮 ハ

陰姓 ナ リ.

(13)健康家兎、結核及 ビ結核冤疫家兎 二硝酸

「ウラン」ヲ以 テ實験的腎炎テ起 サシメタル尿轟

就 キテ補艦結合反癒 ヲ行 フ∴健康家兎 ノモ ノハ

陰性、紀、核 及ビ結核免疫家兎ノ尿轟於 テハ蓋 ク

反磨陽性ナリ魏

(14)結核患者及 ビ動物實験 ノ結果 欝リ観 テ尿 ヲ

以 テスル結核補艦結合反癒 ハ尿中蛋白ノ有無多

少轟關係スルコ ト大ナリ.即 チ結核患者ニシテ

血液蛋白ガ多 ク尿中轟排泄 セラルル場合二補禮

結合反癒陽牲 卦ナル.勿 論甑 青中工補聡結合性

抗龍 ノ存在スル場合二限 リ且 ツ血1満中二含有セ

ラルル抗龍量 ノ多少即 チ尿中二排泄 セラルル抗

龍量 ノ多少ニモ關係 スや從 ツテ結核患者ニ シテ

腎炎ヲ合併 スルモノ泌尿系 ノ結核二於 テノ輔 龍

結合反慮陽性多 シ.

欄筆スルニ臨 ミ實験上 ノ飾便宜 テ與ヘ ラレタル

東京市療養所長田澤博士轟深謝 シ、本論文 ノ御

指導、御校閲 ヲ賜ハリタル東京市養療所馨務課

長春木博 七二深 ク感謝 乳.
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   Complement-fixation Test with Urine in Tuberculosis by a new Method. 

                              By 

                             Mitsuaki Kogami. 

    I have made the complement-fixation test by the method of absorption of the 
specific complement-fixing amboceptor perhaps contained in the urine of tuberculous 

patients. The amount of the urine used is  50  cc of the original urine ; it is concentrated to 
5 cc in an evaporating dish on a water bath at the temperature of  50)C. The concent-
rated urine is centrifugated and the  supernatant fluid is used. The specific antibody 
contained in the fluid is absorbeted by adding a definite quantity of antigen (the dried 

powder of  tubercle bacilli which were triturated with physiological saline solution, in 
such a quantity as each cubic centimetre of the solution contained  10  mg of the  bacilli' 
by warming in a water bath at  :17C for 30  minutes. Then it is centrifugated and the 
supernatant urine substances removed. The sediment is washed twice with physiological 
saline solution. The complement-fixation test is  performed with this sediment (the so-
called sensitized antigen). This new experimental method of the complement-fixation 
test has the benefit that a large quantity of the urine can be used, and the test  i done 
not only without urine substances which disturb the test, but also there is no trouble 
to neutralize the urine. I have confirmed by experiment that the specific antibody 
contained in the urine does not change its character for the test by heating at the 
temperature of 50°C on a water bath for a long hour, and the sufficient time for  Absorp-
tion of the antibody is 30 minutes at 37°C. 

    The results of the complement-fixation test with urine in the clinical application 
are as follows : In 10 cases of normal individuals there was no positive reactor. In 
61 cases of pulmonary tuberculosis containing no albumin in the urine by the  method 
of sulphosalicylic acid the results of the test were all negative. In 17 cases of tubercu-
losis containing albumin in the urine the test reacted positively in 10 cases, and in 
other 7 negative reactors the complement-fixation test with blood serum was negative 
in 3 cases, and in other 2 cases it was not examined. To say about 5 cases, in which 
the  tubercle bacilli were observed in the urine, 4 cases reacted positively and one case 
negatively, but about this one case the complement-fixation test with blood serum was 
not examined. No positive reactor was observed in 7 patients of pleurisy. The  com-

plement-fixation test with the urine reacted negatively in nontuberculous  patients  ; — 
syphilis, pneumonia, nephritis and pulmonary gangren. 

    The specific complement-fixing antibody contained in the urine was perfectly  dest-
royed by heating at the temperature of 80°C for 30 minutes. This character of the 

 antibody is quite the same as that contained in the  seruIn. 
    The specific complement-fixing antibody contained in tuberculous serum was perfectly 

removed by filtering the serum through  Chamberland filter L3. From this experiment 
we can endorse that the specific antibody contained in the serum is difficult to be 
discharged into the urine passing the healthy kindrey. 

    I have made experiments to observe how much of the quantity of the specific antibody 
appears in general in the urine of tuberculous patient compared to that of blood serum. 
For this purpose the complement-fixation test on the serum was performed parallel to 
the test on the urine. From these experiments it was clear that the quantity of the 
specific antibody contained in the urine is many thousand times less than that of the 
antibody in the serum. Therefore I think that the complement-fixation test with small 
amount of tho urine such as 0.5 cc is generally almost impossible, even if an exellent
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technique and an efficient antigen be employed. 
    I have made the experimental  studies on the  comidellt-nt-fixation  tust  vith 

urine of the rabbit. From these  experiments the fullowin(,-4- re..--,ults have  }wen drawn  :  — 
The results of the test on the urine of  normal rabbit,  aril  (,i1  the  urine of  rabbit  ino-
culated with tuberculous virus and vaccinated with  tuliercic  bacilli were all  nt.,ga.tive, 
but the test reacted  positively on the urines of  rabbits,  which are  inoculated  with tuber-
culous virus and vaccinated with tubercle bacilli, and whioh contracted tift, experimental 
nephritis with uran.  It is trustworthy, considering  :1)Livc.  descrihed  exper^ments, that 
the complement-fixation test has a certain close  relation to the albumin  dischar:ed into 
the urine from blood-vessels.  The results of  the  complement-fixation  test with animal 
agreed with those of the clinical experiments. Therefore, in the cases  of genitourinary 
lesions in tuberculosis the  complement-fixation test reacts almost,  positively, and I am 
of opinion to conclude that the presence of tuberculosis  anywhereelse in the body of 

patient does not affect the result of the complement-fixation test with the  urine. 
                                                                   (By  the author.) 

 Eigentiimlichkeiten, Dauer  und Bedeutung der mit AO 

 angesetzten  Tuberkuloseimmunitit. 

 Von 

              Prof. Dr.  R.  Arima, Dr. K.  Aoyama  und Dr.  J.  Ohnawa,. 

 (Aus  clean  Arimalristitut  [fir  expurimentrlic  Osaka.) 

    Das Problem der  Immunitat bei  TulierLolose  it zweifellos  ein verwickeltes.  Wenn 
 Neufeld im Jahre 1921 auf dem deutschen  Tuberkulusekongress in Had Elster die  be-

kannten Worte formte :  „  sich  this Ziel setzt, wie es his zum heutigen  Take viele 
Forscher tun, bei der  Tuberkulosc eine  Ii-nrnunitdt  zu- erreichen,  \vie bei den Pocken, 
der sucht etwas, was es nicht gibt,  der jagt  einern Phantom nach  "., so gelten diese 
Worte erst recht heute, wo wir  das  Wesen der  Tuberkulose noch  lesser  kennen. Eine 

 Immunitat wie  bei den Pocicen ist  unmOglich ! Aber  eine anderesartige  Immunität ist 
durchaus zu erreichen. 

    Wie wir bereits  Ofters berichtet  haben,  setzten. wir ens am Anfange unserer  dies-
beziiglichen Forschungen das Ziel,  zurlichsL  eine im  Organismus leicht  resorbierbare, 
lebende Bazillenkultur in der Hand zu  haben,  und  dat  gelang  uns  (lurch Zusatz des 
Saponins aus  japanischer Seifennuss in  den  KulturimAien.  Dftse Kultur entspricht in 
der heutigen Kenntnis dem sog.  „ S  " Typ des  Tuberkelbazillus.  (lie  wir aber jetzt den 

 „ immunogenen Typ nennen  und dem  sog.  " Typ des  Tuberkelbazillus,  den wir 
heute den  „ allergenen Typ  " des Tuberkelbazillus  nenn?n,  gegvnitherstehen  lassen. 
Die Bazillen dieser Saponinkultur sind  sehr arm an Wachs  und  Lipile  und  werden als 

 solches  im  Organismus  sehr  leicht  resorbiert  und  sie  lassen  auch  ihre  1öIichen  Restand_ 
 teile  leicht  ins  Wasser  los.  Im  weiteren  Fortsellritt  suchten  wir  urn  tLi.r  alle 

 gefahrlich  zu  machen,  ein  fortpflanzungsunfahiges,  d.  a.her  immer  noel' 
 vatircs  Praparat.  Urn dieses Ziul zu erreichen, ohne  aber  die  Nativiti  wirksamen 

Bestandteile zu  zerstOren, haben wir  sie unter  VerhUtung irgendeinen  physikalisch-

chemischen  EinflusseF, solange aufbewahrt,  his  ii Eazillen in einen Zustand des  sponta-
nen Todes kommen.  Wahrend dieser  jahrelangen Zeit werden (lie  liisliehen  ii-omunog-enen 
Bestandteile  zunachst zur Geniige ins  Wasser  ausgelaugt  und wird  auch  das an  Wachs 

 und Lipoid arme  Bazillenprotoplasma  scibst  zurn  Teile  aut-Hiert.  horit,tL,ri




